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【本領域の目的】 

中国、インド、ブラジル、インドネシア等の新
興国の台頭は著しく、世界はこれらの国々から否
応なしに強い影響を受けるようになっています。
しかし、新興国が順風満帆というわけではありま
せん。いずれの新興国も、急速に経済発展してき
たがゆえに拡大する大都市と地方の経済格差や教
育格差の克服、弱者を守る social safety net の構
築、社会的・政治的利害の調整といった大きな政
策課題に直面しています。その対処しだいでは、
高所得国に仲間入りをする前に発展が止まってし
まうという「中所得国の罠」に陥り、政治への不
満が募る恐れがあります。 
新興国が不安定化すれば、世界に多大な影響が

及びますから、世界全体として対応を考えておく
べきです。そのためには、新興国の政治と経済の
ダイナミズムを、体系的に理解することが重要で
すが、これまで新興国の全体像を解明しようとす
るしっかりした研究はほとんど行われきませんで
したので、われわれの理解は断片的なものにとど
まっています。そこで、政治学、経済学、歴史学、
地域研究が連携し、ミクロ、マクロ、グローバル
な視点から新興国を包括的・徹底的に理解しよう
という本研究領域を提案することにしました。  
 

【本領域の内容】 
 本領域は、実証分析、比較歴史分析、政治経済

分析という３つのアプローチを、現場からのミク

ロな視点、国家レベルのマクロな視点、そしてグ

ローバルな視点と組み合わせて研究することによ

り、新興国の体系的な理解の獲得を目指します。 

具体的には、まず現場で何が起きているかを研

究します。現場というのは企業がモノを作りサー

ビスを提供する現場や、それを個人が消費し、彼

らが政治家を選び、政治家が決めた政策を中央や

地方の行政機関が実施する現場でのことです。本

領域では、新興国の経済発展の鍵を握るインフラ

整備、教育、技術導入の現場を訪れてデータを集

め分析します。その際、利益誘導の政治、地域コ

ミュニティーをはじめとする社会ネットワーク、

そして行政能力のように、政策の効果に影響を及

ぼすにもかかわらず、これまでの政策の実証分析

は入っていなかった社会・政治的な要因にも着目

して分析を行います。 

 本領域はまた、国際秩序の中で新興国がどのよ

うに国家形成と経済発展を果たすのか、そして新

興国の発展が国際秩序のありようをいかに変える

のかをグローバルな視点から解明するための比較

歴史分析も行い、異なる新興国同士の比較や、か

つての新興国やこれからの新興国の間の比較に基

づいた理論化を図ります。 

本領域ではさらに、社会が直面する問題に国家

がどう対処するのか、その有効性を左右する要因

は何かを、「国」というレベルで調べる政治経済分

析も行います。このアプローチを、とくに中所得

国の罠や social safety net の問題に適用します。 

このように本領域では３つのアプローチ・視点

の相互作用を通じて、新興国研究を進めます。 

 

【期待される成果と意義】 
 第 1 の成果は、重要テーマである新興国のトー
タルな理解を目指す研究を世界に先駆けて行い、
新しい研究領域を形成することです。各班がレベ
ルの高い研究を行ない、それに加えて、現場、国
家と世界秩序という異なる層での現象の間の相互
作用を解明することで、世界的に注目される大き
な成果になると考えます。 
 第 2 に、研究の着眼点を共有することで、それ
ぞれの分野の研究手法等に良い効果がもたらされ
るものと期待しています。また、ここで育つ若手
研究者には、より幅広い分野融合的なマインドを
身に着けてもらい、ゆくゆくは独創的な研究アプ
ローチを開発してもらいたいと思います。 
 第 3 に、この研究はさまざまなケーススタディ
や国際比較や歴史比較の成果を踏まえて理論化を
図りますので、その理論は背景の異なる新興国や、
これから台頭する新興国予備軍にもある程度まで
普遍的に通用するものになり、それらの国々の安
定的な発展のための政策や、拡大する新興国市場
が世界全体に利益をもたらすようにする経済政策、
そしてわが国の外交政策の立案に寄与できると考
えています。 
 

【キーワード】 
新興国：急速な経済成長を続け、国際経済と国際
政治への影響力を強めている国のこと。 
 

【研究期間と研究経費】 
 平成 25 年度－29 年度 
  675,800 千円 
 

【ホームページ等】 
http://www3.grips.ac.jp/~ESP 
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【本領域の目的】 

生命現象の特質は、システムを構成する多数の

分子素子がダイナミックな離合集散を通じて秩序

構造を形成し、外的環境との相互作用を行いつつ、

自律的に時間発展していくことにある。前世紀末

期に勃興したオミクスアプローチは生命体を構成

する分子素子に関する情報の網羅的集積を実現し

た。しかしながら、それらの生命素子が自律的に

柔軟かつロバストな高次秩序を形成するメカニズ

ムを理解することは、これからの生命科学の重要

な課題である。 
本領域は、化学・物理学・生物学の分野横断的な

連携を通じて、内的複雑性を秘めた生命分子素子

が動的な秩序を形成して高次機能を発現する仕組

みを分子科学の観点から解き明かすことを目指す。 

 

図１．生命分子システムにおける動的秩序形成の概念図 

 

【本領域の内容】 

本領域では、分子が自律的に集合するプロセス

について精密に探査することを可能とする実験と

理論の融合研究を実施する（研究項目 A01「動的秩

序の探査」）。また、生命分子科学と超分子化学

のアプローチを統合することを通じて、生命分子

システムの特質を具現化した動的秩序系を人工構

築する（研究項目 A02「動的秩序の創生」）。さ

らに、生命分子の自己組織化系のデザインルール

を明らかにするとともに、外的摂動に対するシス

テムの不安定性とロバストネスを解明することを

通じて、高次機能発現に至る時空間的展開の原理

を理解する（研究項目 A03「動的秩序の展開」）。 

 

図２．本領域の概要 

 

【期待される成果と意義】 

本研究領域は、生命分子科学と超分子化学の融

合により、生命現象の諸相にみられる分子の秩序

形成の原理を統合的に理解するとともに、その人

工構築を目指すものである。その成果は、創薬を

はじめとする産業応用の進展に資するとともに、

生命科学一般の深化と分子科学におけるパラダイ

ムシフトをもたらし、人工的な生命システムを設

計・創生するための指導原理を導き出すことが期

待される。 
 
【キーワード】 

生命分子システムの動的秩序：生命体を構成する

分子素子は個々に複雑な柔構造を持っており、そ

れらが弱い相互作用を介して自己組織化すること

により独自の運動性と非対称性を有する超分子集

合体を形成する。形成された集合体は、自律的に、

あるいは外部の環境変動やエネルギー代謝に依存

して離散・変容を遂げていく。こうした過程を通

じて生命分子集団の高次機能が発現される。 
 

【研究期間と研究経費】 

 平成 25 年度－29 年度 
  1,150,400 千円 
 

【ホームページ等】 
http://seimei.ims.ac.jp/ 

  kkatonmr@ims.ac.jp 
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